


























































































ヤング率 1005 kN/cm2 822 kN/cm2 1162 kN/cm2














































柱断面 180 mm×150 mm 150 mm×165mm
最大耐力 22.1～27.9 kN 16.2～19.4 kN 28.0～38.9 kN
















































































































基準法1.0倍：3P～11P.25倍：4P～ 1P 5 ：5P 10P
対象建物
FKS KBR SNTK KBK SBD
1階平面図
建築年 1895 1892 不明 不明 1880
面積 [m2] 47.5 28.7 41.4 49.1 35.5
通し柱本数 18 8 8 9 17
断面 [cm] 12 11.5 12 14.5 16.5
耐震診断
（1階）
X 0.06 0.07 0.03 0.20 0.10
Y 0.36 0.16 0.71 0.40 0.51
倒壊する可能性が高い
解析モデル
FKS KBR SNTK KBK SBD
外観
解析モデル
節点 267 141 237 238 336

























































































































































































FKS: 1.0 KBR: 0.6 SNTK: 0.5

















































































FKS: 1.0 KBR: 0.6 SNTK: 0.5
KBK: 1.7 SBD: 1.5
荷重-変形関係




96.0 - - 98.5 115.8
最大変形
(rad.)







1.0 0.6 0 5 1.7 1.5
最大荷重(kN) 20.0 16.2 110.8 09 1
1/24 1/15 1 13
0.30 0.18 0.06 0.42 0.35
1/30 rad.以上
層せん断力係数(C0): 0.06 – 0.42
耐震診断: 0.5 – 1.7
解析結果２
最大変形 FKS KBR SNTK KBK SBD
(cm) 4.11 12.63 12.61 5.49 5.78





















安全限界 1.0 0.6 0.5 1.7 1.5
C0 0.30 0.18 0.06 0.42 0.35
変形
(rad.)
Case1 1/13 倒壊 倒壊 1/44 1/21

























































精密診断 0.06 0.07 0.03 0.20 0.10
解析 1.0 0.6 0.5 1.7 1.5
C0 0.30 0.18 0.06 0.42 0.35
変形 (入力倍率:1.0) 1/13 倒壊 倒壊 1/44 1/21
まとめ
‐解析などの詳細な評価手法では評価できるが簡易な方法
では難しい
‐壁倍率などの評価：
・樹種の違い，柱断面寸法の違いなどが十分に評価でき
ていない
・2階壁の配置による影響を把握できていない
・1階付加要素（垂れ壁や差鴨居架構など）の影響を把握
できていない
今後の課題
- 実建物において通し柱か管柱かどうかの判別が難しい
- 通し柱が健全かどうかの確認も難しい
